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飯豊町及びワークショップ対象地区（椿、萩生）の位置図



飯豊町の地区区分図及び地区別土地利用マスタープラン



図3 2022年10月7日の調査研究チーム
の現地調査 萩生川 新沼橋

図4 2022年11月13日の研究所第一回塾の翌日
の塾参加者の現地調査 萩生川 新沼橋

2022年豪雨災害調査と報告会（塾）の開催



スライド 石川芳治

2022年 萩生川上流部の森林崩壊状況



萩生川沿い 屋敷林と家屋の全壊

今後の対策、復旧の在り方は根本的に考え直す必要あり。

萩生川の氾濫による家屋の全壊状況 2022年撮影



専門家集団

　代表　糸長浩司（EAS、農村計画）
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　　　　井原満明（地域計画研究所、防災地域計画）

　　　地区住民検討委員会

椿地区（14名、３班構成（森、

河川・農地、住宅地））

萩生地区（15名、３班（森、河

川・農地、住宅地）構成）

　　　飯豊町行政

・企画課（主担当）

・地域整備課

・農林課

ＷＳ成果報告・意見交換

構想提案の提示と解説

情報提供

ＷＳ成果への意見

ＷＳの指導・現地調査

構想案の提示と解説

WSへの参加

地域の情報提供

提案構想への意見

基本構想の提案と具体的な行動指導への誘い（2025年度以降）

地区協議会と行政との分担と協働の促進

2024年度
小流域での住民参画による防災と快適環境計画づくりに関する研究

推進体制図



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 4月 研究の進め方の打ち合わせ 

椿地区及び萩生地区の協議会等の代表者及び町役場企画課等関係職員 

5 月 

行政 

飯豊町の

森林・農

業・建設

部局との

防災と快

適環境づ

くりの課

題と方策

について

の現地調

査と討議 

モデル２地区（萩生地区と椿地区）での 

第一回住民参加ワークショップ  6月 

❶豪雨災害の被害とその要因について 

地区の森林・農業（農地・施設・用排水・ため池）・宅地

（住宅・公共施設）における被害とその要因 

★地図に書き込み確認する。 

 

 

第二回住民参加ワークショップ ８月 

❷防災と快適環境づくりの基本構想づくり 

地区が既に作成してきた土地利用計画、魅力マップ等をベ

ースとして、防災と快適環境づくりのための土地利用・管

理構想について図化して討議する。 

 

❸現地調査による確認 

この期間、現地調査、住民聞き取り調査、 

役場の関係機関への聞き取り調査、資料収集 

研究流れ 前半



 

 

ワークショップ抽出された場所の現地調査、 

         一部、住民と一緒に確認し、課題や構想について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三回ワークショップ 11 月 

❸２地区での防災・快適環境づくりの構想提案と討議 

 第１回、２回、現地 WS の成果を元に、図化提案 

★地区の役員との提案についてすり合わせ 1~2 月 

２地区での防災・快適環境のための構想についての討議 

   ★役場の関係機関への構想の説明と意見交換 

★2 地区の住民への WS 成果を踏まえた構想の報告会実施 3 月 

★次年度からのアクションについて 2 地区代表者及び企画課との打ち合わせ 3 月 

研究流れ 後半



椿地区への提案（森林、河川水系）
ＷＳ成果を生かしたアクション構想、時期、実施主体



椿地区への提案（農地、住宅地）
ＷＳ成果を生かしたアクション構想、時期、実施主体



椿地区への提案（防災・自然共生土地利用構想の具体化、森林）



 

台沢からの水路のクランク箇所

周囲の水田の遊水地機能強化 

地形の傾斜では白川に直接流す

より、八幡堀を拡幅・改修して

萩生川に流す方が適切である。

地機能強化 

台沢のため池、休耕田の

ビオトープ化及び遊水地

機能強化。管理と利用の

ための林道整備。 

 

西山山麓での緑地保全による雨水の地下浸透

促進。公共施設、宅地での地下浸透促進 

役場の西の国体林道整備（外周林道）と3

つのため池をつなぐ林道・散策路（内周

林道・遊歩道）の整備 

椿館跡再生・2 つの館ため池及び飯豊公園の追加整備による、

減災・歴史文化・自然共生ゾーンの整備／冬期間の雪遊び環

境整備も。フォレストアドベンチャー的な要素も入れる。 

３つのため池の集水域の森林管理保全。 

高寺山登山道整備。途中一部伐

採での椿の散居集落景観展望台

づくり。冬期間の林間ソリ体験

コース？ 

樹齢 100年以上の大木を保

全しその周囲の森林環境も

保全し森林教育で活用 

椿地区への提案図（防災・自然共生土地利用構想の具体化、森林）



椿館（飯豊町飯豊町椿） 

＊鳥瞰図の作成に際しては、『南出羽の城』（保角里志） 『山形県

中世城館遺跡調査報告書』を参考にした。 

http://yogoazusa.my.coocan.jp/yamagata/iidemati01.htm 

 

  

 

 

6284_2_山形県中世城館遺跡調査報告書.pdf 

椿館は、伝承その他はまったくなく、天文

の乱（1542~48 年）終結後に破城になった

ものの一部か、その後修復され再利用され

たものかは不明であるが、丘陵を断ち切る

クランク上の空堀（a）や、縦堀、虎口か

ら主郭部に向かう通路を防備する「畝堀」

(b)や櫓跡が良く残っている。特に、空堀

の中にさらに障壁を築く「畝堀」上の構造

は、当地方では珍しく、関東の後北条氏領

国に典型的に発達した築城技術（ないしは

技術者）の伝搬が伺える興味深い遺跡であ

る。（後藤正浩（樋口忠一）） 

椿地区、椿館跡の保全と活用の提案



か 

 

遊水地・地役権設定 
遊水地・地役権設定 

台沢のため池、休耕田のビオト

ープ化及び遊水地機能強化。 

台沢の出口の椿第一の水田、八幡堀のクランクの小原の水田

の一部を、遊水地機能強化による減災対策 

小川堤の集水域の森林管理、小川堤の保全、堤下

のビオトープ整備活用、その下の環境水田の活用 

散居集落の下椿、

荒屋敷の西側に防

水用の土手・屋敷

林を連続させる。 

館の沢・第一第二堤の集水域の森林管理、2 つの堤の保全とレク

リエーション的活用。椿館の堀等の復元。学校教育の場として 

椿地区の河川・ため池。農地の土地利用構想図

＝地役権設定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『2022 年飯豊豪雨災害調査研究報告書』 

（いいで農村未来研究所発行）より抜粋 
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住宅地 

遊水地機能 

大福地の湧水の復活 

西山から県道までの区間で、斜面緑地帯は保全し、宅地、

公共施設用地で雨水の地下浸透を進め、段丘の下の八幡堀

及び椿市街地に流下降水するリスクを低減される。 

以前はこのエリアは畑地であり、雨水は地下浸透していて、

段丘下の市街地への流下は少なかったと推察する。 

椿地区の住宅地の土地利用構想図



椿地区の西台地の１９６０年代土地利用

椿地区、萩生地区に共通する住宅地・散居集落の対策



２．ＷＳ終了後のアンケート結果と行動計画提案 

 

賛成2点　やや賛成１点　やや反対-1点　反対－２点

場所 質問項目 平均点
標準

偏差
短期 中期 長期 行政区

町民

参加

町外

参加
行政

⑨　新沼橋～玉木沼～旧新沼集落への林道の復旧と整備を進める 1.9 0.3 〇 △ 〇

⑥　ゆり園から大平に向かう林道を常時使用できるように整備する 1.6 0.5 〇 〇 〇 〇

⑤　大平から明神平峠への登山道を整備する 1.5 0.5 △ 〇 〇 △ △ 〇

③　旧大平集落の周辺の森林保全・再生を進める 1.4 0.5 〇 〇 〇 〇 △

⑫　地区外の人にも参加してもらう、自伐型林業のモデル実習森林をつくる 1.4 0.5 △ △ △ 〇 △

⑩　玉木沼にキャンプ場を整備する 1.3 0.9 〇 〇 △ △

⑬　山菜園を整備する。 1.3 1.3

⑪　大木を保存するマザーツリープロジェクトを進める 1.1 1.3 △ △ 〇 △ △ △

②　旧大平集落の沼平湿地のノハナショウブの群生地を保全・再生する 1.1 1.2 〇 〇 〇 〇 △

⑧　旧大平集落と旧新沼集落をつなぐ山の道を復活させる 0.7 0.9 〇 △ △ 〇 △

①　旧大平集落の跡地活用を進める 0.5 1.4 〇 〇 〇

⑦　旧新沼集落の跡地活用を進める 0.2 1.0 △ △ △

④　旧大平集落の周辺の棚田の再生をはかる -0.3 1.4 △ △

②　砂防ダムの浚渫と合わせて、湿地生態系の状況を調査する 1.8 0.4 △ 〇 〇

⑧　ゆり園からの水路の形状を修正する（住宅地でのクランク状態の解消等） 1.8 0.4 〇 〇 〇

①　萩生川上流の砂防ダムの浚渫を進める 1.7 0.5 〇 △ 〇

⑦　萩生川沿いでの子供の水体験、魚とり体験、環境教育場として使用する 1.6 0.5 〇 〇 〇 〇 〇

⑨　ふれあい水路の整備 1.5 1.0 〇 〇 〇 〇

⑥　萩生川沿いの散策路整備と合わせて、景観スポットをつくる 1.4 1.0 〇 △ △

⑤　萩生川沿いに、鳥獣対策となる樹木を選定し、適切な河畔林を整備する 1.1 1.2 〇 △ △

③　萩生川にかかる新沼橋等の橋の周囲の水田を豪雨時の遊水地として位置づける 1.0 1.2 △ 〇 〇 〇

⑩　プールパークの整備 1.0 1.2 △ △ 〇

④　萩生川沿いの拡幅整備により出来た河川環境を地域の愛護会で管理する 0.7 1.3 △ 〇 △

第３回　萩生地区WSでの構想項目に関してのアンケート結果と実施構想提案
実施時期 実施主体

森林・山

川、水路

萩生地区への提案（森林、河川水系）
ＷＳ成果を生かしたアクション構想、時期、実施主体



 

 

賛成2点　やや賛成１点　やや反対-1点　反対－２点

場所 質問項目 平均点
標準

偏差
短期 中期 長期 行政区

町民

参加

町外

参加
行政

④　萩生川上流部の農地（特に左岸）は、鳥獣対策を行いノハナショウブの自然植生の場所とする 1.4 1.0 〇 〇 △ △ △

⑥　ゆり園の下の農地は、豪雨時の遊水地として位置づける 1.3 1.3 △ 〇 〇 △ △ 〇

①　萩生川沿いの水田は、豪雨時に洪水をうける遊水地としての位置づけをする（地役権の設定） 1.2 1.2 △ 〇 〇 △ △ 〇

②　萩生川沿いの橋の周囲の水田は、豪雨時には遊水地の機能を果たすように位置づける 1.0 1.4 △ 〇 △ 〇

③　畔で除草剤を使用せず、ノハナショウブのような貴重種の再生のモデル地をつくる 1.0 1.2 〇 〇 〇

⑤　ゆとりのある農道には、交差点などの数か所に樹木を植栽し、田園風景を再現する 1.0 1.2 〇 〇

①　空き家・空地の場所をチェックし、活用を地域で進める 1.9 0.3 〇 〇 〇 〇

⑩　散居集落での、子供の環境・農業教育を兼ねて水路に親しむ環境を整える 1.8 0.4 〇 〇 〇 △ △

③　旧道（萩生の街中にある旧長井飯豊線）沿いの水路環境を整備する 1.8 0.5 〇 〇 〇 △

②　旧萩生城周囲の歴史的環境の再現を進める 1.6 0.5 〇 〇 △

④　旧道（萩生の街中にある旧長井飯豊線）とバイパスの間の土地利用計画を策定する 1.6 1.0 〇 〇 〇

⑧　散居景観、屋敷林の保全育成を地域で進める 1.5 1.0 〇 〇 △

⑥　萩生駅前の環境整備と活性化を進める 1.4 1.0 △ △ △

⑦　地区内をゆったりと散策できる散策路及び休憩東屋等の環境を整備する 1.4 1.0 〇 〇 △

⑨　散居集落の屋敷林・土塁の保全と育成を行い、豪雨災害時での堤防機能を強化する 1.4 1.0 〇 〇 〇 △

⑤　専門職大学と石原十文字の周囲の土地利用計画と環境整備を進める 1.3 1.3 〇 〇 〇

平均 1.3

農地

住宅地

実施時期 実施主体

萩生地区への提案（農地、住宅地）
ＷＳ成果を生かしたアクション構想、時期、実施主体



図 萩生地区の萩生川上流の森林資源の活用箇所
（森林簿での林班での分析より）

旧大平集落、萩生川上流左岸のゆり園からの
柳沢林道沿いの森林活用可能性が大きい



萩生上流、旧大平集落、旧新沼集落の森林活用構想



萩生地区の特有の貴重、ノハナショウブ
湿地災害復興のシンボルとして



萩生地区の旧大平集落の再生とノハナショウブの保全プロジェクト



萩生川上流部の旧山間集落の価値再評価



萩生川上流部の山間集落（木地屋集落）旧大平集落のイメージ図



萩生地旧大平集落における「大平アイリスビレッジ」構想提案



萩生地区の河川、水系の防災と親水提案



萩生地区への提案（防災・自然共生土地利用構想の具体化、森林）



1960年代、自然蛇行する萩生川上流部（国土地理院資料より）

萩生地区への提案（防災・自然共生土地利用構想の具体化、河川）



萩生地区への提案（防災・自然共生土地利用構想の具体化、住宅地）



萩生地区への提案（防災・自然共生土地利用構想、住宅地）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノハナショウブの写真、説明文は、原慶太郎 博士（ノハナシ

ョウブ・ネットワーク代表）による。 

萩生地区の住宅地でのノハナショウブ再生
散居集落の防水・免浸対策



まとめ

小流域バイオリージョンでの防災と快適環境づくりを両立させる理念と手法

★小流域の価値と課題

・小流域は森林から農地～住宅地～農地～農業集落（散居集落）とつ
づき、本流に合流するバイオリージョン（生態地域）を形成

・小流域は小規模な扇状地で、氾濫堆積土砂は豊かな農地土壌、微高
地の集落を形成。

・自然の驚異と享受の共存した自然と人間の共生環境（生命圏）構築
・小河川を介し森林と里・町を運命共同体的な生命圏的小流域の構築
・森林と河川は、貴重な自然環境であり、山菜、野生動物の恵みの
獲得、子供たちの情操教育の場、生きた自然との緊張的な共生関係
により感性が豊かで、自然とともに生きる能力を形成する環境

・山間集落の衰退、離村で平地集落への移住での森林活用管理不足、
平地の圃場拡大による河川の直線化等で、豪雨による山林崩壊、
河川氾濫、農地・住宅浸水被害

・合流地点での本流河川との関係で、バックウォーターリスク、
回避、小流域の内水面洪水のリスク



★小流域バイオリージョン（生命圏）での防災と快適な環境づくりの両立
の理念と手法

・小流域バイオリージョンは、自然の驚異と享受の共存した
自然と人間の共生環境

・砂防ダム等人工物や強固な河岸堤防は一時的な効果はある
が、長期的生態系的視点からの限界、強固な防御は膨大な
金銭が必要、借金地獄の我が国で持続可能か？

・人工技術を中心とした防災手法の限界
・小流域のバイオリージョンの特性、歴史を把握し、森林、
河川、農地の自然特性、住宅地、散居集落の歴史文化的、
環境景観的価値を再評価

・グリーンインフラ、Eco－DRR的対応、30by30、OECM、NbS
による防災と快適環境づくりの両手法が農山村現場で必須

・小流域バイオリージョンで暮らす人々が主体的に参加し、
保全、享受、管理する手法



★小流域バイオリージョン（小流域ＢＲ）での
防災と快適環境づくりの手法と制度提案

◆小流域の山から里までの防災と快適環境形成の両輪

① 森林・河川・農地・住宅地を含む総合的な土地利用管
理の計画づくりと具体的実践手法を誘導する専門的研
究機関・組織の継続性

② 国土利用計画の詳細化=小流域BR計画制度の開発

③里山里地の複合化した環境保全活用の地域住民実践支援

④農林省、国交省、文科省等の縦割りを超えた「小流域バ
イオリージョン管理活用」の計画及び事業制度開発

⑤小流域の河川沿いの水田、休耕地の小規模な地役権
設定による遊水地化。大規模河川だけでなく、中小
河川での地役権設定による遊水地化を基礎自治体が
設定し運営できる制度的仕組み。
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